



A study about the course content of “life support skills" 
in a care worker education school (2) 
Effects and problems of the course content of “life support skills" 
合omstudent' s viewpoint-
永田智子*古川 純**
NAGATA Tomoko FURUKAWA Jun 
Integration and reorganization of educational contents was perfonned with the partial revision by which it's for a social 
worker and care worker way enforcement regulations. The purpose of this paper is to clarifシtheeffects and problems of the 
course content of “life support skills" which is a center of a care workers education curriculum in order to improve it to a 
better one. The students who attended a course of “life support skills" answered the questionnaire and the interview. The re 
sults of comparing the “life support skills" with the“care skilsヘithas been suggested that there is a problem with the con-
tent structure and time allocation in the“life support skils". However， the students' growth was seen in the repetition of 
“class on campus" and “care practicum". Based on these results， itwas indicated that to repeat the combination of“class on 
carnpus"，“care practicum"，“class on campus" and “care practicum" would be effective for students. One the other hand， it








































領壇 教育内容 時間 領壕 教育内容 時間
基礎 人間とその生活の理解 120 人間の尊厳と自立 30 
介護概論 60 
医学一般 90 
人間と社会 人間関係とコミュニケー ション 30 社会の理解 白0以上
精神保健 30 上記科目のほか、選択科目・ e・・・・
社会福祉概論 60 介護の基本 180 
60 60 老人福祉論
障害者福祉論 30 
リハヒリテー ション論 30 ー
コミュ二ケー ション技術
介護 生活支提技術 300 介護過程 150 
社会福祉援助技術 30 
専門科目 社会福祉揺助技術演習 30 









































こころと力、ら 認知症の理解 60 
































教育内容 時開設 科目名称 時間教
介護按術 150 
レクリエー ション 150 
家政学概論 60 
家政学実習 90 
一30o } 基本介護按術 195 レクリエーション 60 被服・家庭経営 15 
調理 30 
形態別介護技術 150 
2002年度施行力リキュラム >2009年度施行力リキュラム A介護福祉士養成校 内訳
図介護技術」から「生活支援技術」への改編、A校の内訳
内容 強.~j~Jî 理論・理解E 11 難時間数 11 理論時開設
tlt 仲蹴り i( m 仲砿り ~~J I凱1削州11凱i削州i
| ベットiイキン? 出恥 出品 出来品i出来札l 分b¥? ~b\? 抑制:~I ~b\~な(1
































‘とても出来る'を 3、 ‘やや出来る'を 2、 ‘あまり
出来ない'を1、 ‘全く出来ない'をOとした4点法と
する O 続いて、「理論 ・理解度」は、 ‘とても分かる'
を3、 ‘やや分かる'を 2、 ‘あまり分からない'を 1、
‘全く分からない'をOとした4点法。「実技 ・時間数」
及び 「理論 ・時間数jにおいては、 ‘多い'をI、 ‘適























3. 1. 1 2008年度生へのアンケー卜
2008年度生への「介護技術jに関するアンケート調査
結果は表2の通りである O 実技の習得度や理論の理解度
に関して、 7月の第1回目調査では、 平均2.0 (やや出
来る/やや分かる)以上は、「実技・習得度」で2項目、



































が、「実技 ・習得度」で2項目から 9項目へ、「理論 ・理
解度jでは4項目から13項目へと増加した。それに対し、
2009年度生は平均2.0 (やや出来る/やや分かる)以上
が、「実技 ・習得度」で2項目から 6項目へ、「理論 ・理
表 2 2008年度入学生/介護技術の実技習得度・理解度、時間数
永田 古ー川 2010. p141より引用
@運動/移動の技法 ⑤運動 ・格動め枝主主(j;へとット刈れゲ ②ヨミミオサψの技訟 @観察とltwト (体位変換 (車椅子〉 @着脱介助 <!>!非;世介助
さ託行介助〉
実/習得 理/J1解 実/習得 J1/理解 実/習得 J1/理解 実/習得 J1/理解 実/習得 理/理解 実/習得 J1/理解 実/習得 理/理解
iZ 2.11 2.22 1. 78 1.89 1.44 1.38 1.03 1.89 1.75 1.67 1.78 1. 78 1.44 2.00 2.67 2.67 2.03 2.11 2.11 2.00 2.22 2.0 2.03 2.03 2.22 2.22 2.11 2.33 
3和
• 実/時間 理/時間 実/時間 J1/時間 実/時間 J1/時間 実/時間 3呈/時間 実/時間 理/時間 実/時間 J1/時間 実/時間 理/時間
i自-0 .58 -0.3l 3 l 0. .1 0.22 0.11 0.30 3 0 •• l87 0 .2 -0 .22 0 .1 1 0. .44 0.202  0.030 3 0.10 1 .1 1 0.1 0.1 .1 .1 .2 1 
• 
3和
⑨;喜拭/洗車差/官F分浴 ⑨食事介助 ⑪口腔ケア ⑪安楽町技法 @安全で快適なf主ま @福祉用具の
い/環境整備 概要と活用
実/習得 理/J1解 実/習得 J1/理解 実/習得 J1/理解 実/習得 理/理解 実/習得 理/理解 実/習得 J1/理解
7月 1. 75 1.78 2.11 2.2 1.44 1. 75 1.33 1.50 1.44 1.33 1.33 1.78 
1月 2.2 2.4 2.44 2.33 1.89 2.11 1.89 2.11 1.89 1.89 1. 78 2.11 
市
実/時間 理/時間 実/時間 理/時間 実/時間 J1/時間 実/開閉 理/時間 実/時間 J1/時間 実/時間 J1/時間
7月 -0.58 0.11 日ー.1 日.1 日ー.3 日.1 -0.33 -0.13 -0.33 -0.11 日ー.2 日.00
1月 -0.22 0.00 0.11 日.00 -0.44 0.00 -0.11 0.00 0.11 0.00 0.11 日.1
⑪状態の変化の確認
⑩λ浴介助 ⑮終京期め介護 と不i聞のきざしの発 ⑪医再害対応、時の介護 ⑮緊急時の対応 ⑮記漁E華日告
見の枝諒
実/習得 理/J1解 実/習得 J1/J1解 実/習得 J1/J.里帰 実/習f寺 J1/理解 実/習得 理/理解 実/習得 J1/理解
l7i月 1.75 1.89 1.0 1.33 0.88 1.33 0.83 1.00 0.83 1.58 1.1 2.13 1.89 1.67 1.0 1.33 1.87 1.56 1.22 1.87 1.3， 1.44 1.58 2.00 
Hド
実/時間 理/時間 実/時間 J1/時間 実/時間 J1/時間 実/時間 J1/時間 実/時間 理/時間 実/時間 J1/時間






生は平均0.00未満 (少ない)が、 「実技 ・時間数」で16
項目から10項目へ減少したが、 「理論 ・時間数jでは 6
項目から 6項目と変わらなかった。一方、 2009年度生は、












































@運動・移動司技法①イッドメイむゲ ②ヨミュオ 拘ー〉町技法 ③観察と月以外 (体位変換ー @着脱介助 ⑦Hli世介助
歩行介助〉 (車椅子〉
実/習得 l11理解 実/習得 l1/l1解 実/習得 l!l理解 実/皆尋 l!ll!解 実/習得 l11理解 実/皆寺 l1/l1解 実/習得 l1/l1解
2.33 2.41 1.61 2.00 1.36 1.13 U 3 2.00 2.14 2.20 1.80 2.01 1.80 2.00 
2.53 2.13 U3 2.01 1.53 2.00 1.80 2.21 2.20 2.33 2.20 2.33 2.00 2.21 
実/時間 III時間 実/時間 理/時間 実/時間 l!l問問 実/時間 理/時間 実/時閣 l!l時間 実/時間 理/時間 実/時間 III時間
7月 -0.01 。.00 0.00 -0.13 0.00 -0.13 -0.11 0.00 -0.01 0.00 。.00 0.00 -0.13 -0.01 
10月 。目20 0.20 -0目01 -0.01 -0.21 0.01 -0.20 0.00 0.01 。目。。 -0.01 。目。7 -0.01 -0目。7
@;音対/洗祭/音F吟浴 @食事介助 ⑩口腔ケア ⑪安品切技捧 ⑫安全で快適な住まい/環 ⑬福祉用具申境整備 概要と活用
実/習得 l1/l1解 実/習得 ll/l!解 実:1習得 II理解 実/宮寺 II理解 実/習得 l!l理解 実j宮寺 理/理解
1 i7H月h 1.80 1.81 U 3 1.93 1.60 2.00 1.20 1.43 1.21 1.60 1.40 1.53 2目13 2.01 2目20 2.33 1.61 1.80 1.60 1.80 1.60 1.81 1.36 l目51
実/時間 理/時間 実/時間 理/時間 実/時間 理/時間 実/時間 l!l時間 実/時閣 l1l時間 実/時間 理/時間
7月 -0.53 -0.13 -0.21 -0.20 -0.40 -0.20 -0.36 -0.29 -0.21 -0.21 -0.33 -0.33 
1……10月……ー -0.33 -0.21 -0.13 -0.13 -0.40 -0.21 -0.41 -0.40 -0.40 -0.13 -0.29 -0.21 
@状態明変化司確認と不
⑭λ浴介助 ⑮終束期防介護 調司きざし町発見司技法 ⑫医療対応4寺町介護 ⑮緊急時司対応 ⑮記録と報告
実/習得 ll/l!~ 実/習得 l1l理解 実/習得 l1ll里解 実/官尋 l!l理解 実f習得 l1l理解 実I~町専 l1/l1解
7月 1.73 1.93 1.13 1.80 1.21 1.41 1.21 1.51 1.20 1.53 1.53 1.81 
10月 1.81 1.80 1.01 1.41 1.33 1.40 1.20 1.53 1.00 1.41 1.80 2.00 
実/時間 理/時間 実/開閉 l1l時間 実:1崎聞 l1l時間 1>1時間 II時間 1>1時閣 E即時間 実/時間 ll/l奇聞
月 -0.40 -0.21 -0.33 -0.21 -0.33 -0.20 -0.33 -0.13 -0.41 -0.41 -0.21 -0.21 
10月 -0.20 -0.21 -0.53 -0.41 -0.53 -0.41 -0.40 -0.21 -0.40 -0.21 -0.21 -0.21 















調査結果では、 「⑦排i世介助j、「③清拭 ・洗髪 ・部分浴j、




















える O また、介護現場で実践頻度の高い ‘食事'、 ‘排
t世' や ‘移乗'等の項目が評価されたと言えよう O しか
しながら、評価が下がった結果は、周囲の状況からより










表4 2008年度・介護技術 (2009年1月)/2009年度生・生活支援技術 (2010年10月)の実技習得度・理解度、時間数
①ポット1イわり | ②コミ湿こト泊〉の技主主 @観察とm，ント














骨;膏w洗髪/部分;合 骨量事介助 ⑮口腔ケア ⑪安楽町技法 ⑫安全で快適teJ，'{主まい/環境整備
⑬福祉用具叩
概要と活用
実習得 | 理/理解 | 実f習得 I l11理解 | 実/習樽 | 理J理解 | 実習稗 | 理理解 | 実/習得 | 理/理解 | 実/習得 | 理/理解
協:~;+ ば卜認 j ::+ : jは+~:::卜士::+ ~:::+ : j七:+::卜出
実時間 | 理時間 | 実/時間 I l即時間 | 実/時日間 I l11時間 | 実時間 | 理時間 | 実/時間 | 理/附閉 | 実/時間 | 理時間
l m::~;+ :卜 _0.0207.j. _0~.\13 .+_0.0103 .jお十+._0..0207 トお j.._0.040...1ぬ|士.0103..1二日ト抗
取 剛 l
⑩入浴介助 ⑮状態町変化町確認と不⑮終末期同介護 I ;;;;~.::'::;~:::;;:::::.;~ I ⑪医療対応時司介護 | ⑬緊急時の対応i同のきざし司発見司f史浩 ⑮記録と報告
実習得 | 理/理解 | 実f習得 I l11理解 | 実/習樽 I l11理解 | 実習稗 | 理理晶 実/習得 | 理/理解 | 実/習得 | 理理解
i m::~;+ :卜::1は |iZ十代..+~::~ト七::+法 1-:-j : :!~ - I : : 
実時間 | 理時間 | 実/時間 I l11時間 | 実/開閉 I l11時間 | 実時間 | 理時間 | 実/時間 | 理/附閉 | 実/時間 | 理時間
ztZE2141卜:;;ltな|お |計十十12卜1i|寸法|羽 1311;;11;;















-ー--ーー -ー-----ーー ーー・ー ーーーー -ー---ーー ーー ・ー----ーーー------ーー----・---ー・ー----ー -ー------ー-----・----ー回数
B 鰭EZ実習や授業で‘実施を重ねるととにより、 「とれは忘れている・・・」とリ7J¥.-に括返り、 「もっとやゥと
けば」とも思い、少ないと感じる。
C 個奇に実力も違うし、自分逮が必要としてレる部分も遣う。だから、それぞれの目標(求める項目〉のレベル












































有のものである O 反復的に行う ことは重要であるが、各
項目の回数は個々によって異なるものである O





































































































































11，12 E 第2章姿勢保持、移動、移乗の支援技術 講義 ③ 
13，14 E 第2章姿勢保持、移動、移乗の支援技術 実習 ⑤ 
15，16 E 第2章姿勢保持、移動、移乗の支援技術 実習 ⑤ 
17，18 
E 第5章運動・移動の技法 実習 ⑤ 
E 第6章社会生活の維持拡大
19，20 E 第1章 「お風呂」という生活の支援 講義 ⑭ 
21，22 E 第1章 「お風呂」という生活の支援 実習 ⑭ 
23，24 E 第1章 「お風呂」という生活の支援 実習 ⑭ 
25，26 E 第3章 「着る・装うJという生活の支援 講義・実習 ⑥、⑦






コマ数 内容 授業・種類 項目
番号
1， 2 実習フィードパック 実習
3，4 町 第4章「排I世Jという生活の支援 講義・実習 ⑦ 
5 ， 6 町 第4章「排I世Jという生活の支援 実習 ⑦ 
7，8 町 第4章「排I世Jという生活の支援 実習 ⑦ 
9，10 E 第2章 「身だしなみ・化粧Jという生活の支援 講義・実習 ③ 
1，12 E 第2章 「身だしなみ・化粧Jという生活の支援 実習 ③ 
13，14 E 第2章 「身だしなみ・化粧Jという生活の支援 実習 ③ 
15，16 町 第1章「食べる」という生活の支援 講義・実習 ⑨ 
17，18 町 第1章「食べる」という生活の支援 実習 ⑨ 
19，20 町 第1章「食べる」という生活の支援 講義・実習 ⑨、⑮
21， 22 安楽の技法 講義・実習 ⑪ 








コマ数 内容 授業・種類 項目
番号
1， 2 オリエンテーション 講義
3，4 E 第4章生活を支える「すまい・環境」の支援
5 ， 6 I 第5章生活支援技術と福祉用具 講義 ⑬ 
7，8 福祉機器・バリアフリー展 見学 ⑬ 
9，10 町 第5章「看とる」という生活の支援 講義・実習 ⑭ 
1，12 




19，20 町第3章 「眠る」という生活の支援 講義
21， 22 事例(移動・移乗) 実習
23，24 事例(排j世) 実習
25，26 事例(着脱) 実習
27，28 総まとめ 実習
29，30 総まとめ 実習
※ lコマ=90分
223 
